
部数 電子データ提出

① 学位論文審査申請書 (別紙様式1)     
※日付は申請書類の提出日をご記入ください。
　入学時の分野名をご記入ください。 1

② 論文目録(別紙様式5)               
※必ず記入例をご参照ください。両面コピー
　日付は申請書類の提出日をご記入ください。 1 Word ファイル

③ 学位記記載事項の確認について ※学位記記載の基にしますので、正確にご記入ください。 1 Word ファイル

④ 審査委員候補者記入表(別紙様式7)  1

⑤ 審査用学位申請論文目録(別紙様式A) ※両面コピー 1 Word ファイル

⑥ 学位申請論文別刷等
※製本前の論文を提出される際には、Ａ４両面コピーの
左上ホチキス止めでお願いします。

　⒜ publishで申請する場合は
別刷あるいは公表されたものの写し
（supplemental data含む） 5 PDFファイル

  ⒝ acceptedで申請する場合は
　　（後日別刷1部）

　ⓐacceptedされた論文
　 （supplemental data含む）
　ⓑaccepted letter

5
1

Wordﾌｧｲﾙまたは
PDFﾌｧｲﾙ

  ⒞ receivedで申請する場合は
　　（後日別刷1部）

　ⓐreceivedを受けた時点の論文
　 （supplemental data含む）
　ⓑreceived letter
  ⓒ誓約書  （様式）

5

1
1

Wordﾌｧｲﾙまたは
PDFﾌｧｲﾙ

⑦ 論文要旨（和文・4000字以内）
※留学生については、英文での作成も差し支えないが､そ
の場合は1000～1500wordsで作成し、600字を目安とした
「和文による要約」を添えること。

5 Wordﾌｧｲﾙ

⑧ 参考論文別刷（提出する場合）
もしくは（acceptedされた論文とaccepted letter）

※参考論文が複数の場合は、鉛筆書きで
　番号を付すこと。

5
Wordﾌｧｲﾙまたは

PDFﾌｧｲﾙ

⑨ 口頭発表等時の学会抄録コピー
(複数発表している場合は主なものを１部提出)

①学会抄録の表紙（学会名、開催期日、開催場所）
②目次（申請者の発表日時がわかるページのみ）
③演題の要旨（申請者のページのみ）
②③は名前にマーカーで印をつけてください。

5

⑩ 履歴書(別紙様式3)                 
※大学院＝修了、大学院研究生(専攻生)＝退学もしくは
終了です。必ず記入例をご参照ください。 2 Word ファイル

⑪

指導教員の証明書(別紙様式9)
(学位申請者が共著論文の筆頭著者又は複数筆頭
 著者の場合、提出必須)
(主要な役割を果たしたことの証明)

※指導教員の署名と押印が必要 1

⑫
共著者全員の同意書(別紙様式10)
（共著論文の場合)
（学位論文使用承諾）

※共著者全員の署名と押印が必要
※同意書は複数枚にわたってもよい。
※外国にいる共著者に同意書を要求する
　場合は、早めに請求しておくこと。

1

⑬ 確認書
※他機関の倫理審査委員会等の承認を受けている場合は、
　審査結果通知書を併せてご提出ください。
※両面コピーしてください。

1

⑭
写真（5㎝×5㎝）
(カラー／白黒可）

※裏面に所属・氏名を記入すること。 1

⑮ 進路届（留学生を除く） 1

⑯

5
5
5
1
1
1

　
　　Wordﾌｧｲﾙまたは
　　PDFﾌｧｲﾙ
Wordﾌｧｲﾙ

⑰ 複数筆頭著者理由説明書(別紙様式C) 1

公開審査後に別刷を提出できない場合

⑱ 別刷を提出する誓約書(別紙様式11)    1

⑲ 学位申請論文の校正刷等のコピー PDFファイル

(東京医科歯科大学HP→在学生の方へ→学位の申請について)

Windows, Mac Microsoft社のWordを使用すること。

Equal Contributionで提出する場合

※⑥(b)(c)で申請した場合、公開審査後に⑱の提出がないと最終判定を受けられません。

＊「別刷」については、公表されたものの写しで代用可。

＊申請書類の記入にあたっては、必ず記入例をご参照ください。

Word以外のソフト使用の場合は、テキストデータに変換すること。

学務企画課企画調査係　内線5074 or 5075　grad.doctor_med.adm@tmd.ac.jp

＊学位申請書類は、次のＨＰからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。
http://www.tmd.ac.jp/for-students/16_4e0135b7e86ee/index.html

○論文要旨およびその他学位申請書類作成にあたって使用するソフトについて

＊データ保存媒体は、CD-R、USB　

学位申請書類について　（課程博士）

すること（使用ソフトについては下記のとおり）

＊提出書類には、切り貼りや修正液等は使用しないでください。

提 出 書 類 等

Thesis形式論文を提出する場合　上記①～④、⑦～⑩、⑬～⑮に加え、こちらもご提出ください。

・Thesis論文（製本）
・主たる論文…別刷もしくは、acceptedされた論文とaccepted letter
・従たる論文…receivedを受けた時点の論文とreceived letterでも可
・審査用学位申請論文目録（別紙様式A）
・同意書（別紙様式10）…主たる論文、従たる論文全て　　Thesis形式論文申請用を使用のこと。
・証明書　上記⑪（別紙様式9）…主たる論文のみ　　　　（ホームページからダウンロードできます）

＊電子ファイルについては、CD-R、USBに保存の上、打ち出し原稿と一緒に提出
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